
ス,~,イトh鼠籠糾作るう
いま かがくきょうしつだい しゅうおよ

令までに、おもしろ科学教室第11集及び12集
しゅるい まんげきょう しょうかい

でだくさんの種類の万華鏡ガ紹介されています。
こんかい まんげきょう なか まい かがみ にとうへんさんかつけい

今回は万華鏡の中の2枚の鏡を二等辺三角形にし
なかみ えんけい み

て、のぞいだ中身ガ円形に見える万華鏡を作って
はんしゃ

みましよう。二等辺三角形に組まれだ鏡の反射に
ぞう

よって見える像は円形となり、 PVAのりの欠っ
しけんかん ほしがた

だ試験管の中に入れだビーズや星形スパンコール

ガ嬉未してい＜籐合はとてもきれいです。こる薇
ざい あ

材では、鏡を組み合わせてできる像を見ることに
ひかり せいしつ

よって、光の反射の性質を学ぶことガできます。

L 鏡を組み合わせて中をのそいて

みよう

2枚の鏡を組み合わせて中をのぞいて見よう。
がわ

向こう側に見えるものが丸く円形になって見えま
ゆび ようす

す。鏡の前に指を置いてみたりして、見える様子

を調べてみましょう。

已試験管の中にビーズなどをつめて

見るものを作ろう

キャップ付きの試験管の中にビーズや星形スパ
みず

ンコールを入れ、その中に水でうすめた PVAの

りを入れてふたをします。試験官の中をゆっくり

とビーズや星形スパンコールが落下していくのを

確かめましょう。

3。万華鏡の鏡を作ろう

2枚の塩化ビニル製ミラープレートをかさね、
こてい

一方をすき間がないようにセロハンテープで固定

します。その上から光がもれないように、黒ビニ
ひら ていめん

ルテープをはります。下側を開き底面の部分に黒

ひつよう

必要なもの
ざいりょう

材料
えんか せい

•鏡塩化ビニル製ミラープレート

3 Xl5cm……2枚
つつあつ くろいろ

。筒厚さ l圃の厚紙（黒色のミューズボー

ドなと）
くち

。ねじ口付き試験管
とうめい

・PVAのり（透明タイプ）

。ピーズ、星形スパンコール

魯ビニルテープ黒色（はば18圃）

魯セロ八ンテープ（はば10-12圃）

道具
ゎ だん

。はさみ、カッター、輪ゴム、段ボール

鏡を組み合わせ、

中を見てみる :
 、『
□
PI

ー

ー

I

戸
Hg

 
内側か鏡の面

下側は黒色の厚紙
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色の厚紙を入れ、二等辺三角形に組み合わせ、
さい

色のビニルテープでとめます。この際、ミラープ

レートがゆがんでしまわないように気をつけま

しょう。鏡と黒色の紙の間はすきまがあると、そ

こから光がもれてきれいに見えなくなってしまう

ので、気をつけましょう。

4 .. 
てんかいず

展開図になっているバックボード（厚紙）を切
ちょくほうたい

り、鏡を入れる直方体の筒を作ります。このとき、
はんたいがわ

のぞきあなと反対側の試験管をくくりつける部分
まど

の窓を、図の通りカッターナイフで切り抜きます。

先に細長い筒の部分をセロハンテープではりつ
ちゅう

け、中に 3で作った三角柱のミラーを入れます。

このとき目でのぞく側（小さな三角形側）に近い

ミラーを筒の上側にずらし、試験管に近い側のミ

ラーを筒の下側にずらしてセロハンテープで固定

します。
さいごのこ ちょうほうけい ちい

最後に残った 2枚の長方形のうち、やや小さめ

の二等辺三角形の穴があいたものをのぞく側に、
おお

そして大きな二等辺三角形の穴があいたものを試

験管をくくりつける側に黒色のビニルテープでは

りつけます。

5 .. 

鏡を組み込んだ万華鏡の筒にビーズや星形スパ

ンコールを入れた試験管を輪ゴムで固定してでき

あがりです。

に

15 
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2cm 1cm 

↓ 
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4cm 

目でのそく側

三角形の穴側）に近い

ミラーを筒の上側にす

ら
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